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【静大ではたらく人々】「広報・基金課基金係・松本晃輔さん」（後編）

毎月だいたい1回、静岡時代編集部がさまざまな企画をお届けしております。
今回も前回に引き続き、静岡大学で職員として働く人のお仕事について伺うインタビュー
「静大ではたらく人々」をお届けします。（前回の前編もご覧くださいね！）

【前編はこちらから】
https://p.bmb.jp/bm/p/bn/htmlpreview.php?
i=shizuokakikin01&no=all&m=39&h=true
 
本企画の一人目に取材したのは、今まさに読んでくださっているこのメールマガジン「ゆか
りの会」の担当者である、広報・基金課基金係係長の松本晃輔さん。
静大職員としてのこれまでの経歴から今後の目標についてなどを伺いました！
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＜松本晃輔さん＞
静岡大学総務部 広報・基金課基金係 係長。静岡県磐田市出身。大学時代は言語学、特に認知
言語学について専攻していた。現在は広報・基金課の基金係で静岡大学未来創成基金の管理
や広報、事業企画などを行っている。この静岡大学ゆかりの会（メールマガジン）の担当者
であり、静岡時代編集部の企画の相談や取材でも大変お世話になっている。静大の魅力を広
く伝えるべく日々奮闘中。

ーーーーーーーーーーーーーーー

――松本さんは、現在働いている広報・基金課基金係に配属される前は、どのような部署を
経験されてきたんですか？

（松本さん）採用されて一番はじめに配属されたのは、浜松キャンパスにある調達管理課で
す。そこでは大学の規則に則って物品の購入や支払いの事務手続きを行なっていました。
その次には、静大から学術研究の助成などを行う文部科学省所管の日本学術振興会というと
ころに出向し、日本の研究者を海外へ派遣し、海外の研究者を招へいするプログラムの管理
に携わりました。
そのあとはまた静大に戻って、学生生活課の配属になり、学生の課外活動支援等を担当しま
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した。そして地域連携推進課を経て、今の広報・基金課に至ります。

大学職員としては少し変わった経歴かなと個人的には思っていて、人によりますが、似たよ
うな部署に続いて配属されたり、同じ部内の違う課を経験したりして専門性を身につけて行
く人の方が多いように思います。でも私はそれぞれまったく違う仕事をする部署を辿ってい
るので、異動するたびに仕事に必要なことを一から学ばなければいけないという点では苦労
もありましたね。

――大学職員の方の仕事について詳しく知る機会がなかったので興味深いです…！
これまでのご経験で、大学職員ならではだな～と感じる仕事や、印象に残っていることはあ
りますか？

（松本さん）特にいいな、面白いな感じるのは、毎日大学生のみなさんと関わるなかで、学
生の成長を実感できることでしょうか。例えば、以前学生生活課にいたときは課外活動の手
続きをする学生と頻繁に関わっていました。そのなかで、手続き書類の締め切りが守られな
かったり、コミュニケーションがうまく取れない学生もいたりしたのですが、その学生と対
話して分からないことを聞いたり、しなければならないこと・してほしいことを伝えたりし
ていくうちにコミュニケーションが取れるようになった経験がありまして、それは良かった
なと印象に残っています。

あと比較的最近のことで印象に残っているのは、やはり100円朝食プロジェクトですね（詳
しくは前編を）。大学での仕事のなかでも数少ない企画の立ち上げから運営まで行う取り組
みでしたので印象に残っています。
裏話をすると、朝早くに９日間静岡から浜松キャンパスに行くのは大変でしたが、学生の皆
さんも朝早く起きて勉強を頑張っているから自分も頑張ろうという気持ちで臨むことができ
ました。
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――学生へのあたたかい眼差しを感じてうれしいです。
そんな松本さんが考える“大学職員の魅力”は何ですか。

（松本さん）やはり魅力は仕事の規模の大きさだと思います。大学というのは、学生がいて
教員、職員、そしてそれに関わる企業や地方公共団体、NPO法人などの団体に加え、国立大
学ですから国とも関係しているわけです。ですから仕事で関係してくるのは、足元の地域か
ら国、場合によっては世界も対象になるんですよね。そして大学の研究は世界最先端のこと
を行なっているので、新しいことに挑戦している研究者の方に関われるという魅力も大きい
です。

――では最後に、松本さんの今後の目標ややりたいことを教えてください。

（松本さん）いろいろな人を巻き込む仕事をしたいと考えています。今もかなり多様な人と
関わって仕事ができる環境にいるのですが、これからもそれを継続していきたいです。その
ためには人とのつながりや偶然の出会いを大切にする必要があると思います。今後も仕事を
していく中で苦しい瞬間があるかも知れませんが、与えられた機会や場所でどれだけ楽しめ
るかが大切だと思っているので、これからも頑張ります。

――静岡時代編集部としても引き続きお世話になります！今回はありがとうございました！
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〈取材〉森下真衣・静岡大学人文社会科学部社会学科３年

//////////////////////////////

静岡時代編集部からのお知らせ
日頃から静岡県内の大学の面白さを発信している私たちですが、12月8日（日）にグラン
シップ静岡で開催される「大学サミット～しずおかの大学生一日体験～」（主催：静岡県大
学課）に参加します！
このイベントは、小学生・中学生・高校生のみなさんに静岡県の大学ってどんなことを学べ
るのか、大学の面白さはもちろん、私たちの等身大の学生生活についても知ってもらえたら
と企画されました。
当日は静岡時代編集部・静大生だけでなく、静岡県内の様々な大学で学ぶ学生たちも駆けつ
けます。
気軽に「静岡県の大学」について触れてもらえる機会なので、進学を考えているみなさんに
はぜひ来ていただきたいです！また身の回りに「大学進学するかも？」というご家族やお知
り合いのいる方はぜひお知らせしていただけるとうれしいです！
会場ではいろいろな企画を楽しんでもらえるのでチラシをご覧のうえお越しください。
会場でお会いできることを一同たのしみにしております！
（雑誌「静岡時代」のバックナンバーも展示・配布します！）
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ー リンク一覧 ー

◇お問い合わせ
静岡大学 広報・基金課 基金係
TEL:054-238-5183 
Email:yukarinokai@adb.shizuoka.ac.jp
 
※本メールマガジンを無断転載することは禁止されております。
※メールマガジン ニュース・イベント投稿フォームは こちらから
※メールマガジンの配信停止（ゆかりの会の退会）は こちらから

https://www.shizuoka.ac.jp/
https://yukarinokai.adb.shizuoka.ac.jp/
https://kikin.adb.shizuoka.ac.jp/
https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=ANzX4CFG4E-Qsd97G0CzUQwQY1eZ-35EiiOGgUoXdJFUM1laMFVQMUdNSk9ZRzNWN0RRTDhNR1Y2US4u
https://p.bmb.jp/bm/p/f/tf.php?id=shizuokakikin01&task=cancel
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